
アルクアフッソ

ALQUA FUSSO

耐候性、耐紫外線性により被塗物を長期にわたって保護。
分子レベルで疎水性部分と親水性部分のバランスをコントロールし低汚染性を発現。
原子間（Ｃ－Ｆ間）の結合力が非常に強いことで、高い耐候性を有するフッ素樹脂塗料。
耐候性とは太陽光や紫外線、雨、酸素による酸化反応、温度変化などによって塗膜が受ける影響
への耐性のことです。被塗物を保護する目的で用いられる塗料にとっては重要な性質。
長期にわたって被塗物を保護する目的にこの塗料をお使いください。

塗装工程

塗料名 容量

アルクアフッソ 16kg、4kg

色相

各色

つや

つや有り

塗り面積/缶当り(16kg）/１工程

114～133㎡

塗料名 希釈剤 塗装方法
希釈率
（％）

標準使用量
（kg/㎡）

塗装
回数

乾燥時間
（23℃）

下地調整

下塗り

上塗り

砂、ゴミ、浮いた塗膜などの付着物は高圧洗浄で入念に除去し、乾燥した清浄な面とする。

エポノックスマイルドプライマー

アルクアフッソ

0.12～0.14１ ６時間以上
7日以内 0～10 ハケ、ウールローラーペイントシンナーＡ

清　　水0.12～0.14２ ２時間以上 0～10 ハケ、ウールローラー

●上記の数字はすべて標準の数値です。施工方法、施工条件、下地状況により多少の幅を生じることがあります。

右のグラフは促進耐候試験機（キセノンウェザーメーター

）を使用して、各樹脂塗膜が時間経過に伴ってどのように

艶が変化していくのかを比較したものです。日本の太陽光

の平均１年間放射露光量を4500MJ/㎡と仮定すると、促進

試験の場合、約500時間が１年間相当の試験時間となりま

す。（※ただし、この時間は紫外線（300~400nm）の波

長域だけを考慮したエネルギーのみによる比較です。実際

には光以外の劣化要因（雨、温度、湿度、結露、ガスなど

）の影響があります。）

カナヱ塗料株式会社 http://www.kanaepaint.co.jp/
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各種塗料の促進耐候性試験

標準塗装仕様（塗り替え）

製品体系



概　　要

施工上の注意事項

主用途

主要組成

適用下地

建築物内外装

フッソ系

荷姿 16kg、4kg

色 白、原色、各色

仕上がり つや有り

塗装器具 はけ、ウールローラー、エアスプレー

希釈剤（希釈率） 清水（はけ、ローラー０～10％）（エアスプレー10～20％）

間隔時間（２３℃） 工程内２時間以上、最終養生24時間以上

ホルムアルデヒド放散等級 該当せず

防火認定 該当せず

消防法表示 非危険物

適合下塗材 エポノックスマリンシーラー、エポノックスマイルド
プライマー、アルクアサーフェーサー

JIS規格 該当せず　JIS A 6909複層塗材　耐候形１種相当品
（社内試験による）

コンクリート、モルタル、スレート板、窯業系サイディング
ボード、ALCパネルなど

①蓄熱されやすい建材 （軽量モルタル、 ALC、 窯業サイディング、 発

　砲ウレタン使用建材など） を使用した外壁で旧塗膜が弾性塗材の場

　合、 すでに旧塗膜に膨れが発生している場合、 そのまま　塗装すると

　膨れがさらに拡大する可能性がありますので、完全に除去してください。

②鉄部に直接塗装はできません。 最寄りの営業所にご相談ください。

③過剰希釈をすると本来のつやが発現しないおそれがありますので、 規

　定の希釈量をまもってください。

④防藻 ・防かび効果は、 繁殖を抑制するものです。 すでに繁殖してい

　る場合は、 下地処理として除去および殺菌処理をしてから塗装してく　

　ださい。

⑤被塗装物の構造、 部位、 環境条件などの影響で、 本来の低汚染　

　機能が発現されない場合があります。

⑥絶えず結露が発生するような場所での使用は避けてください。 著しい

　結露が予測される場合は、 塗装を避けるか、 溶剤系塗料での塗装を

　おすすめ致します。

⑦塗装後、 乾燥不十分な状態で降雨、 結露などがある場合や、 低温、

　高湿度の場合には、 膨れ、 剥離、 割れ、 白化、 シミが発生するお

　それがありますので、 塗装を避けてください。 やむを得ず塗装する場

　合は、 強制換気などで湿気分を飛ばすようにしてください。

⑧シーリングの上に、 劣化、 ひび割れなどの損傷がある場合は、 打ち

　直しをしてください。

⑨塗装場所の気温が５℃未満、 もしくは湿度 85％以上である場合、 ま

　たは換気が十分なく結露が考えられる場合は塗装を避けてください。

⑩屋外の塗装で降雨、 降雪のおそれがある場合、 および強風時は塗

　装を避けてください。

⑪塗装時および塗料の取り扱い時は、 換気を十分に行い、 火気厳禁

　にしてください。

⑫飛散防止のため必ず養生を行ってください。

⑬ローラー塗りの場合、 ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げて

　ください。 ローラー目により、 色相や仕上がり感が異なって見えること

　があります。

⑭汚れ、キズなどにより補修塗りが必要な場合は、塗料ロット、希釈率、

　補修方法などの塗装条件を同一にしてください。

⑮塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。

⑯開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密

　栓してから冷暗所で保存し、 速やかに使い切ってください。

⑰塗料漏洩の原因になりますので、 保管、 運搬時に容器を横倒しにし

　ないでください。

■製品の安全に関する詳細な内容については、 安全データシート

（SDS） をご参照ください。


